
 

 

台風第１９号に係る丸森町における健康調査の協力について 

 

令和元年台風第１９号災害によって被害を受けた丸森町において実施される健康

調査への協力として、下記のとおり保健師等を派遣いたします。 

 

記 

 

１ 派遣期間  令和元年１１月１日（金）から１１月７日（木）まで 

 

２ 派遣人員  １チーム（保健師２名＋事務職１名） 

 

３ 丸森町における健康調査実施内容 

（※令和元年台風１９号における丸森町被災者の健康状況等調査実施要領抜粋） 

（１）調査の概要 

令和元年台風第１９号の水害による被災者の体調、生活状況をスクリー

ニングし、要支援者への適切な支援及び問題点を把握し、今後の保健福祉

活動につなげる。また、水害における家屋の消毒方法についての衛生指導

を行う。 

（２）実施期間 

令和元年１１月１日（金）から１１月７日（木）まで 

（３）対象地区 

宮城県伊具郡丸森町内の浸水・土砂災害の地域 約２，０００世帯 

（４）従 事 者 

１チーム  ２～３名（保健師１～２名、事務職等１名） 

必要チーム １日当たり最大３０チーム 

（５）調査内容 

体調、食事状況、睡眠状況、生活上の困りごと等 
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令和元年１１月１日（金）宮城県東松島市 

宮城県丸森町への支援物資の提供と職員派遣について 
 
１ 経 緯 
東松島市では、東日本大震災以降、全国各地から御支援をいただき、復旧復興が順調に
進んでおります。 
丸森町では、令和元年台風第１９号等の大雨により、避難所生活を余儀なくされている
方や在宅避難者が多く発生していることから、同町支援物資担当部局である保健福祉課に
照会したところ、男性用衣類が不足していると回答いただきましたので、その要望に応え、
また、東日本大震災以降の本市への御支援のお礼を込め、支援物資を提供させていただく
ことといたしました。 
  また、下記４のとおり、職員を派遣することとなりましたので、併せてお知らせいたし
ます。 

 
２ 支援物資 
  東松島市防災拠点備蓄基地内の災害用備蓄品の中から支援物資を決定いたしました。 
（１）暖セット（フリース、靴下、下着等の詰め合わせ） 

      ４９組（Ｌサイズ２１組、ＬＬサイズ２８組） 
（２）ヒートテックセット １３７組（Ｌサイズ１３７組） 
（３）ブルゾン       ９５枚（Ｌサイズ５４枚、ＬＬサイズ４１枚） 
 
 
３ 支援物資出発式 
  令和元年１１月１日（金）午前７時４５分～ 東松島市役所本庁舎前駐車場 
 
 
４ 宮城県丸森町への派遣職員 

  保健福祉部健康推進課 保健師 菅原
すがわら

 真澄
ますみ

 

保健福祉部健康推進課 保健師 菅野
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  保健福祉部福祉課主査     遠藤
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